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	学術教養センターFD研修会　講演会「1年次教育の現状と課題」報告　　
	学術教養センター　片山智彦
	今回の研修会は、学術教養センターの教員を対象としたのものであったが、1年次教育が大学全体の課題であることから、他部局の教職員に対しても参加の呼びかけを行った。当日は、学術教養センター（9）、経済学部（3）、生物資源学部（3）、情報センター（2）、事務局（2）の計19名の教職員の参加をうることができた。講演後の討論でもさまざまな質問や意見が提起され、1年次教育について多面的に検討する場となったのではないかと考える。

